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う
ち
問
題
性
が
疑
わ
れ
た

す
」
と
応
答
し
た
の
に
、

確
に
伝
え
る
よ
う
指
導
し

し
た
わ
～
３０
歳
代
で
見
ら

キ
を
回
収
す
る
行
為
に
つ

ケ
ー
ス
は
、
当
該
会
員

へ
　
折
り
返
し
の
電
話
を
受
け

た
．

れ
る
と
い
う
。

い
て
は
、
特
定
商
取
引
法

改
善
指
導
を
実
施
．
ク
ー

ら
れ
な
か

っ
た
と
い
う
も

　

ま
た
、
ク

・
オ
フ
対
応
　
　
一
方
、
宣
伝
講
習
販
売

の
勧
誘
目
的
等
不
明
示
に

健
康
関
連
取
引
適
正
事

度
比
は
４
件
の
減
少
で
、

反
映
し
た
と
み
ら
れ
る
と

リ
ン
グ

・
オ
フ
の
申
し
出

の
。
こ
の
た
め
、
親
族
か

に
つ
い
て
は
、
電
子
メ
ー

の
顧
客
に
よ
る
申
し
出
の

触
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
目
的

業
団

（
以
下
健
取
団
、
事

構
成
比
は
変
わ
ら
ず
．

‐
′
Ｖ
一́

一

へ
の
対
応
、
Ｄ
Ｍ
ハ
ガ
キ

ら
健
取
団
の

「消
費
者
相

ル
で
申
し
出
を
行
う
契
約

方
法
は

「電
話
が
相
当
多

を
損
な
う
た
め
、
回
収
し

務
局

。
名
古

屋
市
東
区
、
　

内
訳
は

「消
費
者
」
か

　

前

年
度
よ

り
増

ゃ
し

の
送
付
停
止
と
来
場
者
か

談
室
」
に
相
談
が
寄
せ
ら

者
が
出
て
き
て
い
る
こ
と

い
」
と
こ
ろ
、
健
取
団
の

な
い
よ
う
に
指
導
し
た
。

赤
堀
真
二
理
事
長
）
が
こ

ら

８６
件
、
「
行
政

（
地
方

た
他

の
主

な

都
道
府

県

ら
回
収

す
る
行
為
、
〃
社

れ
た
ｃ

を
踏
ま
え
て
、
返
金
対
応

自
主
規
制
に
則

っ
て
、
電

　

仕
入
れ
メ
ー
カ
ー
等
か

の
ほ
ど
ま
と
め
た
、
健
取

自
冶
体
の
消
費
者
行
政
担

は
、
千
葉
県
が
４
件
増
の

外
講
師
″
に
よ
る
オ
ー
バ
　
　
調
査
の
結
果
、
返
品
を

に
遅
れ
を
生
じ
さ
せ
な
い

話
で
も
速
や
か
に
ク

・
オ

ら
派
遣
さ
れ
る
こ
社
外
講

団

の

一
消
費
者
相
談
室
」

当
課
お
よ
び
消
費
生
活
セ

７
件
、
宮
城
県
が
１
件
増

―
ト
ー
ク
な
ど
が
対
象
と

申
し
出
た
商
品
は
ク

・
オ

た
め
、
法
定
書
面
に
記
載

フ
に
応
じ
る
よ
う
に
従
前

師
ョ
に
よ
る
オ
ー
バ
ー
ト

で
２
０
２
４
年
度

（
２４
年

ン
タ

ー
、
警

察

機

関

）
」

か
ら
周
知
徹
底
を
行

っ
て

―
ク

の
問

題
に

つ
い

て

２
月
～
２５
年
１
月
）
に
受

か

ら

１

件
。
一
消

費

者

」

け
付
け
た
相
談
件
数

は
、

の
前
年
度
比
は
４
件
の
減

前
年
度
比
で
４
件
減
の
９２

少
。
「
行
政
」
は
東
京
都

麒
一鷺＆一屁一一艤一誦心靱一籟
一饉陽
」一鶉
一蝙一洟蝉攘羅は
・輻一口一輻
魃
・ε

蛉
馘
瘍
引
議プ
廿
鶉
蘊
、讚
鰈
冬
ン
毎
一鰺
贔
賦
儡
條

い
る
。

は
、
健
康
器
具
の
テ
ス
ト

Ｄ
Ｍ
ハ
ガ
キ
の
送
付
停

販
売
と

称
し
た
説
明
で
、

止
は

，、
迷
惑
客
に
類
す
る

効
能
効
果
を
暗
示
さ
せ
る

件
だ

っ
た
。
減
少
ば
２
年

に
よ
る
も
の
で
、
事
務
局

来
場
者
に
対
し
て
行
う
事

ト
ー
ク
が
見
受
け
ら
れ
た

例
が

大
半

で
あ

る
も

の

り
、
健
取
団
が
監
修
し
て

ぶ
り
。
件
数
に
集
計
し
て

に
よ
れ
ば
問
い
合
わ
せ
に

い
な
い

一
方
的
な
問
い
合

類
す
る
内
容
だ

っ
た
と
い

の
、
「
Ｄ
Ｍ

ハ
ガ
キ
が
届

な
い
広
告
物
が
使
用
さ
れ

わ

せ
や

電

話
切

れ

な

ど

う
。

の
７
件
ｃ
前
年
度
に
５
件

な

っ
た
。

フ
期
間
外
の
も
の
も
含
ま

し
て
い
る
メ
ー
ル
に
申
し

か
な
い
」
と
の
相
談
が

「消

る
な
ど
し
て
、
契
約
者
か

は
、
１
０
０
件
超
が
寄
せ

　

都
道
府
県
別
の
受
付
件

の
相
談
が
あ

っ
た
和
歌
山

ク

・
オ
フ
対
応
は
、
契

れ
て
い
た
が
、
未
開
封
分

出
が
届
い
て
い
な
い
か
ど

費
者
相
談
室
」
に
複
数
寄

ら
ク

。
オ
フ
を
検
討
中
と

談
が
寄
せ
ら
れ
た
。

ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
と

数
は
１７
件
の
大
阪
府
が
卜

県
、
４ヽ
件
あ
っ
た
奈
良
県

約
一者
の
親
族
が
会
員
の
お

を
含
め
て
解
約
に
応
じ
る

う
か
、
毎
日
数
回
の
確
認

せ
ら
れ
て
い
る
状
況
を
受

の
相

フヽ

。

ッ
プ
。
２０
～
２３
年
度
に
続

は
、
２４
年
度
は
ゼ
ロ
件
だ

客
様
相
談
室
に
電
話
で
申

こ
と
と
な

っ
た
。
事
務
局

を
行
う
よ
う
会
員
全
体
に

け
て
、
停
止
の
理
由
を
丁

こ
の
た
め
会
員
の
代
表
者

健
取
団
の
会
員

（
加
盟

い
て
最
多
で
、
前
年
度
よ
　
っ
た
。
都
道
府
県
が
不
明

し
出
を
行

っ
た
際
、
電
話

か
ら
は
、
消
費
者
が
安
心

寧
に
説
明
す
る
よ
う
に
求

に
よ
る
ト
ー
ク
内
容
の
事

企
業
）
に
関
わ
る
相
談
は

り
４
件
増
や
し
た
。
事
務

だ

っ
た
相
談
の
件
数
は
計

に
出
た
従
業
員
が

「私
は

で
き
る
よ
う
に
、
中
し
出

　

事
務
局
に
よ
れ
ば
、
メ

め
た
。

前
確
認
や
、
不
明
な
点
を

８７
件
を
受
け
付
け
、
全
体

局
に
よ
れ
ば
、
大
手
を
含

１５
件
。

の
受
付
で
す
か
ら
担

を
受
け
る
旨
と
速

Ｄ
Ｍ
ハ
ガ
キ
を
持

っ
て

事
務
局
に
確
認
す
る
こ
と

の
９５
晰
を
占
め
た
。
前
年

む
会
員
数
の
多
さ
な
ど
が

　

会
員
に
関
す
る
相
談
の

当

者

か

ら

電

話

さ
せ

ま

電
話
を
折
り
返
す
旨
を
明

来
場
し
た
顧
客
か
ら

ハ
ガ

を
求
め
た
。
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